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食事のあいさつの意味を知ろう 

地産地消について 
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木の葉もだんだんと色づき、秋の深まりを感じます。日中の温かさと朝夕の寒さで体温の調節が

難しく、体調を崩しやすい時季です。朝食を食べると寝ている間に下がった体温が上昇し、免疫

力（病気を防いで健康を維持する機能）が高まるといわれます。しっかりと朝食をとり、元気に 

登校しましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちは、食事からエネルギーや栄養素を補給して、成長したり活動したりしています。 

自然の恵みや命をいただくことへ感謝の心を持って、食事の前のあいさつをしましょう。 

 

 

地産地消とは、 

「地 元でとれた農林水 産 物を 地 域の人たちで 消 費しよう」という意味です。   

みんなで地産地消に取り組むといいことがたくさんあります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元で生産しているので 

作っている場所が 

わかって安心 

食事のあいさつには、どんな意味があるの？ 

喜んで食べる 

消費者の顔が生産者の 

喜びややる気に！ 

いただきます 

 食べ物はもともと生きた動物や食物の命

です。その命を頂くことへの感謝が込められ

ています。 

ごちそうさま 

漢字で「ご馳
ち

走
そう

様」と書き、「食事を用

意するためにかけまわってくれてありが

とう」という意味です。 

身近な作物を食べたり 

育てたりすることで 

食への関心や知識

が高まる 

採れたては 

新鮮でおいしい 

運搬のエネルギーが 

かからず 

地球にも優しい 

地元でとれたものを 

食べましょう 
 



～第一調理場メニュー～ 

＊ごはん ＊豚汁 

＊高菜とひじきの炒め物 

 ＊牛乳 

～第二調理場メニュー～ 

＊ごはん ＊みそ汁 

＊あじフライ  

＊高菜の油炒め 

＊みかん ＊牛乳 

「和食：日本人の伝統的な食文化」が、ユネスコ無形文化遺産に登録されていることをご存じ

ですか？ ここでいう「和食」とは、ただ単に料理のことだけではなく、日本の豊かな自然や 

気候風土のもとで育まれてきた「自然の尊重」という精神に基づく食文化です。近年、ライフス

タイルなどの変化により、この食文化が失われつつあることから、その価値を見直し、国民全体

で保護・継承していく必要があります。給食では、ご飯を主食とした和食の献立を中心に、行事

食や郷土料理を取り入れるなど、子どもたちに伝統的な食文化を伝えています。 

 

給食にも長崎県産の食材がたくさん登場しています！ 

 

時津町の給食でも、長崎県産の食材を多く使用しています。年間を通してお米と牛乳は、 

１００％長崎県産です。それ以外にも野菜や魚、大豆製品、海藻類などできる限り県内産を使用

するようにしています。 

１１月１３日（月）～１９日（日）

は、地場産物使用週間で、いつも以

上に県内産の食材が登場します。 

第一調理場では１６日（木）、第二

調理場では１７日（金）に全て長崎

県産の食材を使用した、『県内まるご

と長崎県産給食』を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜文責＞第一調理場（時津北小所属）栄養教諭    田中 浩美 

学校栄養職員 永留真由美 

第二調理場（鳴鼓小所属） 栄養教諭    今崎 奈稚 

１１月の食育ビデオは・・・ 

今月の食育ビデオは、「いい歯の日について」の内容でした。虫歯を予防するために大切なこと、 

よく噛んで食べることで良いことがたくさんあることを伝えました。どんな良いことがあるか 

お子さんと話してみましょう。 

食事のときに 

「いただきます」 

「ごちそうさま」を言う 

はしを正しく使っ

て食べる 

ご飯と汁物、主菜、 

副菜をそろえる 

伝統的な行事食や郷土

料理を取り入れる 

旬の食べ物を味わう 

   

 

よく噛んで食べて、 

健康な歯を作ろう！ 
 


